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「脛
すね

まで泥に浸かる悪
路」と言われた箱根路が
石畳に生まれかわったの
は江戸時代の初期。旅装
束を再現して歩いてみま
した。

草
わらじ

鞋を通じて感じるご
つごつとした感触から旅
人たちの歴史と苦労が忍
ばれました。

▶…▶…▶…コネクト…▶…▶…▶
「つなぐ」をテーマに、夢を追いかける人

や地域活動を行う人、活躍するプロフェッ

ショナルをリレー形式で紹介
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「個性につられて、自分も変わる」

　「建築工房」としたのは、建築空間を含めた建物全
般を手掛けたいと思ったからです。
　特に、限られた予算の中で施主のこだわりをトータ
ルで形にする個人宅は、ぎりぎりまで思いを巡らす非
常に手間がかかる作業で、常に納期との戦いになりま
すが、とても楽しい時間です。
　お客様のこだわりを真摯に受け止め、正直に仕事を
することを大切にしています。また、お客様のこだわ
りに触れ、自分が成長できるのも楽しみの一つです。
そんな中で、施主さんが「この家、格好いいでしょう」
と自慢されているというお話を伺ったときは、非常に
うれしくやりがいを感じた瞬間でもありました。
　目標は、建築のスペシャリスト。水漏れしても気軽
にご相談いただけるような頼もしい人間になりたいで
すね。

渡辺　貴正さん 1 級建築士事務所
KAGIYA建築工房

―Profile―　中央町２区出身、在住。デザイナーを目指し美大に進学、

空間デザインなどを学ぶ。在学中から「三島へ帰りたい」という思い

が強く、建設会社へ就職後、35歳を機に、独立。建築全般を手掛ける。
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▲三嶋大社

▲松並木 ▲山中城跡 ▲箱根旧街道の石畳

▲畑作地帯からの眺望

▲鰻料理

3 広報みしま ２０１8．7．１


